
令和 ７年度

山家地区配水管布設工事（推進工）

数　　量　　計　　算　　書

(開削工)



数 量 総 括 表
（ 開 削 工 法 ）



数量総括表　  開削工

工  種 名      称 形   状   寸   法 単位 数    量

1.土工
As版ｶｯﾀｰ

舗装切断工 ｔ＝15ｃｍまで ｍ 460
Co版ｶｯﾀｰ

　　　〃 ｔ＝15ｃｍまで ｍ
排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3

舗装版取り壊し工 As,ｔ＝15ｃｍ以下 ｍ2 140
排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3

　　　〃 Co,ｔ＝15ｃｍ以下 ｍ
2

ＢＨ0.28ｍ3

残土処理工 Asｶﾞﾗ,DT4t運搬 ｍ
3 6

ＢＨ0.28ｍ3

　　　〃 Coｶﾞﾗ,DT4t運搬 ｍ
2

処分費 Aｓｶﾞﾗ t 13

　　　〃 Coｶﾞﾗ t
排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3

床掘工 ﾚｷ質土 ｍ
3 140

排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3

ダスト埋戻工 ﾀﾞｽﾄ，ﾀﾝﾊﾟ ｍ
3 60

排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3

発生土埋戻工 発生土，ﾀﾝﾊﾟ ｍ
3 38

ＢＨ0.28ｍ3積込み

残土処理工 ﾚｷ質土,DT4t運搬 ｍ3 100

処分費 ﾚｷ質土 ｍ3 100

2.仮舗装復旧工
人力､W=1.4m未満､ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

表層工 車道（国道） ｍ
2

人力､W=1.4m未満､ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

表層工 車道（市道） 再生密粒度As20，ｔ＝3cm ｍ
2 142

人力､W=1.4m未満､ﾀﾝﾊﾟ転圧

上層路盤工 車道（国道) RM-40､ｔ＝25cm　車道 ｍ
2

備      考



数量総括表　  配水管布設工事(１工区) 開削工

工  種 名      称 形   状   寸   法 単位 数    量 備      考
人力､W=1.4m未満､ﾀﾝﾊﾟ転圧

上層路盤工 車道（市道） M-30､ｔ＝11cm　車道 ｍ
2 142

人力､W=1.8m未満､ﾀﾝﾊﾟ転圧

下層路盤工 車道（市,国道） RC-40､ｔ＝15cm  車道 ｍ
2 142

3.土留工

軽量鋼矢板 L=2.00m ｍ 12

軽量金属支保 １段 ｍ 12

4.本舗装復旧工

＜舗装取壊し､掘削＞
As版ｶｯﾀｰ

舗装切断工 ｔ＝15ｃｍまで ｍ 200
Co版ｶｯﾀｰ

舗装切断工 ｔ＝15ｃｍまで ｍ
排出ｶﾞｽ対策型　直接掘削積込

As舗装版取壊工 BH0.28m3, ｔ=15cm以下 ｍ
2 460

排出ｶﾞｽ対策型　直接掘削積込

Co舗装版取壊工 BH0.28m3, ｔ=15cm以下 ｍ
2

舗装切削 As t=5cm ｍ
2

積込 DT10ｔ運搬

舗装殻処理工 Asｶﾞﾗ ｍ3 17
積込 DT10ｔ運搬

舗装殻処理工 Coｶﾞﾗ ｍ3

処分費 Asｶﾞﾗ t 40

処分費 Coｶﾞﾗ t
排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3

床堀 ﾚｷ質土 ｍ
3 1

BH積込 DT4ｔ運搬

残土処理工 土砂 ｍ
3 1



数量総括表　  配水管布設工事(１工区) 開削工

工  種 名      称 形   状   寸   法 単位 数    量 備      考

処分費 土砂 ｍ
3 1

＜本舗装復旧＞
(国道) 車道 1.4m<b≦3.0m (ﾀｯｸｺｰﾄ)

表層工（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ 車道） 細粒度ｱｽｺﾝ改質Ⅰ型 ｔ＝5cm ｍ2

(国道) 車道 1.4m>b (ﾀｯｸｺｰﾄ)

表層工 細粒度ｱｽｺﾝ改質Ⅰ型 ｔ＝5cm ｍ2

(国道) 車道 1.4m> (ﾀｯｸｺｰﾄ)

表層工 再生粗粒度ｱｽｺﾝ ｔ＝5cm ｍ
2

(国道) 車道 1.4m>b(ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ)

表層工 再生瀝青安定処理材 ｔ＝5cm ｍ
2

(市道) 車道 1.4m<b≦3.0m (ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ)

表層工 再生密粒度ｱｽｺﾝ ｔ＝4cm ｍ
2 464

(市道) 人力舗設

コンクリート舗装工 ｔ＝10cm ｍ
2

＜区画線＞

区画線工 溶融式 実線　W=0.15cm　白色 ｍ 4

区画線工 溶融式 実線　W=0.20cm　水色 ｍ

区画線工 溶融式 実線　W=0.15cm　黄色 ｍ

5.配管材料

<EF形HPPE φ150>
切管用

EF 受口付直管 φ150×5,000 本 57 51 ＋ 6 ＝ 57

EFｿｹｯﾄ φ150 個 4

EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×90ﾟ 個 2

EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×45° 個 1



数量総括表　  配水管布設工事(１工区) 開削工

工  種 名      称 形   状   寸   法 単位 数    量 備      考

EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×11 1/4° 個 1

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×11 1/4° 個 2

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×22 1/2° 個 1

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×45° 個 2

EF両受チーズ φ150×φ75 個 1

PE挿口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ150 7.5k 個 1
7.5K GF

PE挿口付鋳鉄製Ｔ字管 φ150×φ75　 本 3

メカニカルキャップ φ150 個 2
7.5K RF-GF形

フランジ短管 φ75×100H 個

7.5K RF-GF形

フランジ短管 φ75×200H 個

7.5K RF-GF形

フランジ短管 φ75×400H 個 1
7.5K RF-GF形

補修弁 φ75×100H 個 1
7.5K RF-GF形

補修弁 φ75×150H 個

7.5K RF

急速空気弁 φ25 個 1
緩み止BN・マルチガスケット

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材 φ75 7.5k GF 組 3

埋設標示シート W=150mm 2倍折込 ｍ 231.3

ﾛｹｰﾃｨﾝｸﾞﾜｲﾔｰ ｍ 231.3

さや管 SPφ200 ｍ 2.0



数量総括表　  配水管布設工事(１工区) 開削工

工  種 名      称 形   状   寸   法 単位 数    量 備      考

エンドシール 150×250 個 2

スチールストラップ φ200用 個 2

スチールストラップ φ150用 個 2

ラチスペーサー φ150 F41タイプ 個 60

ラチスペーサー φ150 G41タイプ 個 30

EFキャップ φ150 個 1

<EF形HPPE φ50>

EF 片受ﾚﾃﾞｭｰｻ φ75×φ50 個 1

EF 受口付直管(切用) φ50×5,000 本 1

EFｿｹｯﾄ φ50 個 1

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ50×90° 個 1

PE挿口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ50 7.5k 個 1

埋設標示シート W=150mm 2倍折込 ｍ 2.2

ﾛｹｰﾃｨﾝｸﾞﾜｲﾔｰ ｍ 2.2

6.布設工

<HPPE φ150>
融着接合

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 φ150 ｍ 285.5

融着接合（片受口部）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ150 口 63



数量総括表　  配水管布設工事(１工区) 開削工

工  種 名      称 形   状   寸   法 単位 数    量 備      考
融着接合（両受口部）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ150 箇所 9

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 φ150 口 13

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管ﾒｶﾆｶﾙ継手工 φ150 口 2

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁設置工 φ150　7.5k 基 1

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁設置工 φ100　7.5k 基

人力施工

空気弁設置工 φ13～φ25 基 1

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 φ75 7.5k 口 3

埋設表示シート取付工 W=15cm，ﾀﾞﾌﾞﾙ，50ｍ/巻 ｍ 231.3

ﾛｹｰﾃｨﾝｸﾞﾜｲﾔｰ ｍ 231.3

通水試験工 φ150以下 日 0.2

<HPPE φ50>
融着接合

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 φ50 ｍ 2.1

融着接合（片受口部）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ75 口 1

融着接合（片受口部）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ50 口 2

融着接合（両受口部）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ50 箇所 1

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 φ50 口 1

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁設置工 φ50　7.5k 基 1

埋設表示シート取付工 W=15cm，ﾀﾞﾌﾞﾙ，50ｍ/巻 ｍ 2.2



数量総括表　  配水管布設工事(１工区) 開削工

工  種 名      称 形   状   寸   法 単位 数    量 備      考

ﾛｹｰﾃｨﾝｸﾞﾜｲﾔｰ ｍ 2.2

7.弁室工

材料 ＜仕切弁室＞

円形1号 H=150

鉄蓋 CVOS-21G-15L 個 2
φ250 H=100

調整リング NVK-25-100K 個 2
φ250/φ350 H=300

上下部壁 NVK-25-300CA 個 2
φ350 H=70

底板 NHVO-25-70S(KRE) 個 2
円形1号

設置工 仕切弁鉄蓋設置工 円形 250mm×H150 箇所 2
ﾚｼﾞｺﾝ製

仕切弁筐設置工 調整リング φ250×H100 箇所 2
ﾚｼﾞｺﾝ製

仕切弁筐設置工 1 箇所 2
ﾚｼﾞｺﾝ製

仕切弁筐設置工 底板φ350×H70 箇所 2

材料 ＜空気弁室＞

円形3号 H=100

鉄蓋 CVOS-50G-10L(UED) 個 1
φ500 H=200

上部壁 WO-50-200A Nツキ 個 1
φ500 H=100

中部壁 NHVO-50-100B 個 1
φ500 H=200

下部壁 NHVO-50-200CH 個 1
φ500 H=40

底板 NHVO-50-40S 個 1



数量総括表　  配水管布設工事(１工区) 開削工

工  種 名      称 形   状   寸   法 単位 数    量 備      考
円形3号

設置工 空気弁鉄蓋設置工 円形 500mm×H100 個 1
ﾚｼﾞｺﾝ製

空気弁筐設置工 上部壁 φ500×H200 個 1
ﾚｼﾞｺﾝ製

空気弁筐設置工 中部壁 φ500×H100 個 1
ﾚｼﾞｺﾝ製

空気弁筐設置工 下部壁 φ500×H200 個 1
ﾚｼﾞｺﾝ製

空気弁筐設置工 底板φ500×H40 個 1

8.通水試験工
φ150以下

通水試験工 既設管と連絡せず給水車注水 日 0.2

9.安全対策工

交通誘導員 人 50

10.消火栓工
7.5K RF

材料 消火栓(単口) φ75 個 2
7.5K RF-GF形

補修弁 φ75×100H 個 2
7.5K RF-GF形

フランジ短管 φ75×100H 個 2
GF

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材 φ75 7.5k SUS･BN 組 6

11.布設工
機械施工

消火栓設置 地下式(単口） 箇所 2

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 φ75 7.5k 口 6

12.弁室工



数量総括表　  配水管布設工事(１工区) 開削工

工  種 名      称 形   状   寸   法 単位 数    量 備      考

材料 ＜消火栓室＞

円形3号 H=100

鉄蓋 CVOS-50G-10L(UED) 個 2
φ500 H=200

上部壁 WO-50-200A Nツキ 個 2
φ500 H=100

中部壁 NHVO-50-100B 個 2
φ500 H=200

下部壁 NHVO-50-200CH 個 2
φ500 H=40

底板 NHVO-50-40S 個 2

円形3号

設置工 消火栓鉄蓋設置工 円形 500mm×H100 個 2
ﾚｼﾞｺﾝ製

消火栓筐設置工 上部壁 φ500×H200 個 2
ﾚｼﾞｺﾝ製

消火栓筐設置工 中部壁 φ500×H100 個 2
ﾚｼﾞｺﾝ製

消火栓筐設置工 下部壁 φ500×H200 個 2
ﾚｼﾞｺﾝ製

消火栓筐設置工 底板φ500×H40 個 2

13.安全対策工

交通誘導員 人



配水管150mm　材料

延　長 消火栓 空気弁 ﾒｶﾆｶﾙ ﾌﾗﾝｼﾞ

HPPE 箇所数 箇所数 1口数 2口数 口数 口数

詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) φ φ φ φ φ φ φ

0.67ｍ 1.44ｍ 61.44ｍ 106.32ｍ 14.72ｍ 4.36ｍ 10.83ｍ 86.76ｍ 0.99ｍ 1.80ｍ 289.33ｍ 150 75 25 150 150 150 75

EF 受口付直管 φ150×5,000 本 5.00 11 21 2 1 16 51 255.00 51

切管調書

EF 受口付直管(切用) φ150×5,000 本 5.00 6 25.15 6

EFｿｹｯﾄ φ150 個 － 1 1 1 1 4 4

EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×90ﾟ 個 0.66 2 2 1.32 2

EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×45° 個 0.46 1 1 0.46 1

EF両受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×11 1/4° 個 0.34 1 1 0.34 1

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×11 1/4° 個 0.49 1 1 2 0.98 2

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×22 1/2° 個 0.53 1 1 0.53 1

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ150×45° 個 0.62 1 1 2 1.24 2

EF両受チーズ φ150×φ75 個 0.50 1 1 0.50 1

PE挿口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ150 7.5k 個 1.02 1 1 1.02

7.5K GF

PE挿口付鋳鉄製Ｔ字管 φ150×φ75　 本 0.93 1 1 1 3 2.79

メカニカルキャップ φ150 個 － 1 1 2 2

7.5K RF-GF形

フランジ短管 φ75×100H 個 － －

7.5K RF-GF形

フランジ短管 φ75×200H 個 － －

7.5K RF-GF形

フランジ短管 φ75×400H 個 － 1 1

7.5K RF-GF形

補修弁 φ75×100H 個 － 1 1

布設工 継手工

融着接合

図面別数量
設計
計上
数量

名     称 形状・寸法 単位 管長
配管詳細図



配水管150mm　材料

延　長 消火栓 空気弁 ﾒｶﾆｶﾙ ﾌﾗﾝｼﾞ

HPPE 箇所数 箇所数 1口数 2口数 口数 口数

詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) 詳細図(1) φ φ φ φ φ φ φ

0.67ｍ 1.44ｍ 61.44ｍ 106.32ｍ 14.72ｍ 4.36ｍ 10.83ｍ 86.76ｍ 0.99ｍ 1.80ｍ 289.33ｍ 150 75 25 150 150 150 75

布設工 継手工

融着接合

図面別数量
設計
計上
数量

名     称 形状・寸法 単位 管長
配管詳細図

7.5K RF-GF形

補修弁 φ75×150H 個 － －

7.5K RF

急速空気弁 φ25 個 － 1 1 1

緩み止BN・マルチガスケット

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材 φ75 7.5k GF 組 － 3 3 3

平面延長-推進区間

埋設標示シート W=150mm 2倍折込 ｍ － 288.25-57.00=231.25  231.3

ﾛｹｰﾃｨﾝｸﾞﾜｲﾔｰ ｍ － 231.3

さや管 SPφ200 ｍ － 2.00 2.0

エンドシール 150×250 個 － 2 2

スチールストラップ φ200用 個 － 2 2

スチールストラップ φ150用 個 － 2 2

30か所×2

ラチスペーサー φ150 F41タイプ 個 － 60 60

30か所×1

ラチスペーサー φ150 G41タイプ 個 － 30 30

※内挿管挿入時に、挿入管の先端に取り付け　管挿入後、切断撤去

EFキャップ φ150 個 － 1 1 1

計 289.33 1 63 9 2 3



配水管布設工 (１工区)

名     称 形状・寸法 単位

＜布設工＞

HPPE φ150

融着接合 仕切弁 消火栓、空気弁

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 φ150 ｍ 289.33 － 1.02 － 2.79 ＝ 285.52 285.5

融着接合（片受口部）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ150 口 63 ＝ 63 63

融着接合（両受口部）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ150 箇所 9 ＝ 9 9

切管調書より 内挿管挿入時先端EFキャップ切断

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 φ150 口 12 ＋ 1 ＝ 13 13

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管ﾒｶﾆｶﾙ継手工 φ150 口 2 ＝ 2 2

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁設置工 φ150　7.5k 基 1 ＝ 1 1

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁設置工 φ100　7.5k 基 ＝

人力施工

空気弁設置工 φ13～φ25 基 1 ＝ 1 1

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 φ75 7.5k 口 3 ＝ 3 3

埋設表示シート取付工 W=15cm，ﾀﾞﾌﾞﾙ，50ｍ/巻 ｍ 231.3 ＝ 231.3 231.3

ﾛｹｰﾃｨﾝｸﾞﾜｲﾔｰ ｍ 231.3 ＝ 231.3 231.3

＜通水試験工＞

通水試験工 φ150以下 日 289.3 ÷ 1250 ＝ 0.230 0.23

設計計上
数　量

算　　　式



配水管50mm　材料 〈排水工〉

仕切弁 空気弁

HPPE HIVP 箇所数 箇所数 1口数 2口数 1口数 2口数

排水工 φ φ φ φ φ φ φ φ

2.60ｍ 2.60ｍ 50 50 50 25 75 75 50 50

EF 片受ﾚﾃﾞｭｰｻ φ75×φ50 個 0.74 1 1 0.74 1

EF 受口付直管(切用) φ50×5,000 本 5.00 1 1 1.02 1

EFｿｹｯﾄ φ50 個 － 1 1 1

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ φ50×90° 個 0.37 1 1 0.37 1

PE挿口付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ50 7.5k 個 0.68 1 1 0.68 1

埋設標示シート W=150mm 2倍折込 ｍ － 2.20 2.20

ﾛｹｰﾃｨﾝｸﾞﾜｲﾔｰ ｍ － 2.20 2.20

計 2.81 1 1 2 1

名     称 形状・寸法 単位 管長
配管詳細図 融着接合延　長

図面別数量
設計
計上
数量

布設工 継手工

融着接合



配水管布設工 (１工区)

名     称 形状・寸法 単位

＜布設工＞

HPPE φ50

融着接合 仕切弁

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 φ50 ｍ 2.81 － 0.68 ＝ 2.13 2.1

融着接合（片受口部）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ75 口 1 ＝ 1 1

融着接合（片受口部）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ50 口 2 ＝ 2 2

融着接合（両受口部）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 φ50 箇所 1 ＝ 1 1

切管調書より

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 φ50 口 1 ＝ 1 1

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁設置工 φ50　7.5k 基 1 ＝ 1 1

埋設表示シート取付工 W=15cm，ﾀﾞﾌﾞﾙ，50ｍ/巻 ｍ 2.2 ＝ 2.2 2.2

ﾛｹｰﾃｨﾝｸﾞﾜｲﾔｰ ｍ 2.2 ＝ 2.2 2.2

＜通水試験工＞

通水試験工 φ150以下 日 2.8 ÷ 1250 ＝ 0.002 0.002

設計計上
数　量

算　　　式



HPPE φ150 直管　切管調書 (１工区)

切断

(口)

供用

[ HPPE φ150 ]

2.720 0.500 0.810 0.420

2.220 1.000 0.430 0.640

4.140

3.740

4.350

4.180

|

| |

切 管 組 み 合 わ せ 長 さ

3

4.350

|

1 |
4.450

|

受口付直管（切用）

残 管

2 |

0.860 1

1.260

本数

0.550 4
| |

0.650

4.290 0.710

1

4

4.140

|

|
3.740 1

5

|

4

6
4.180 0.820 1

12
合計

25.150 4.8506 本



HPPE φ50 直管　切管調書 (１工区)

切断

(口)

[ HPPE φ50 ]

1.020

合計
1.020 3.980 1受口付直管（切用） 1 本

1 |
1.020 3.980 1

本数 切 管 組 み 合 わ せ 長 さ 残 管



弁室集計表 (１工区)

φ150 φ50 φ150

＜仕切弁室＞ H=620 H=620 H=640

鉄蓋 円形1号 H=150 CVOS-21G-15L 1 1 2 個

ﾚｼﾞｺﾝ製

調整リング φ250 H=100 NVK-25-100K 1 1 2 個

ﾚｼﾞｺﾝ製

上下部壁 φ250/φ350 H=300 NVK-25-300CA 1 1 2 個

ﾚｼﾞｺﾝ製

底板 φ350 H=70 NHVO-25-70S(KRE) 1 1 2 個

＜空気弁室＞

鉄蓋 円形3号 H=100 CVOS-50G-10L(UED) 1 1 個

ﾚｼﾞｺﾝ製

上部壁 φ500 H=200 WO-50-200A Nツキ 1 1 個

ﾚｼﾞｺﾝ製

中部壁 φ500 H=100 NHVO-50-100B 1 1 個

ﾚｼﾞｺﾝ製

下部壁 φ500 H=200 NHVO-50-200CH 1 1 個

ﾚｼﾞｺﾝ製

底板 φ500 H=40 NHVO-50-40S 1 1 個

規格・寸法

設置場所 仕切弁
合計

配管口径

規格・寸法

空気弁仕切弁



弁室設置工 (１工区)

名     称 形状寸法 単位

＜仕切弁＞

円形1号

仕切弁鉄蓋設置工 円形 250mm×H150 箇所 2 2

ﾚｼﾞｺﾝ製

仕切弁筐設置工 調整リング φ250×H100 箇所 2 2

ﾚｼﾞｺﾝ製

仕切弁筐設置工 上下部壁 φ250/350×H300 箇所 2 2

ﾚｼﾞｺﾝ製

仕切弁筐設置工 底板φ350×H70 箇所 2 2

＜空気弁＞

円形3号

空気弁鉄蓋設置工 円形 500mm×H100 箇所 1 1

ﾚｼﾞｺﾝ製

空気弁筐設置工 上部壁 φ500×H200 箇所 1 1

ﾚｼﾞｺﾝ製

空気弁筐設置工 中部壁 φ500×H100 箇所 1 1

ﾚｼﾞｺﾝ製

空気弁筐設置工 下部壁 φ500×H200 箇所 1 1

ﾚｼﾞｺﾝ製

空気弁筐設置工 底板φ500×H40 箇所 1 1

設計計上
数　量

算　　　式



１工区

土工① 市道車道Ａｓ 土工② 市道車道Ａｓ 土工③ 市道車道Ａｓ 土工④ 市道車道Ａｓ

D= 0.70 D= 1.44 D= 1.10 D= 0.76

HPPE HPPE HPPE HPPE

φ150 φ150 φ150 φ50

As版ｶｯﾀｰ

舗装切断工 ｔ＝15ｃｍまで 432.40 24.00 3.58 2.90 ｍ 462.88 460
Co版ｶｯﾀｰ

　　　〃 ｔ＝15ｃｍまで ｍ

排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3

舗装版取り壊し工 As,ｔ＝15ｃｍ以下 129.72 10.80 1.07 0.87 ｍ
2 142.46 140

排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3

　　　〃 Co,ｔ＝15ｃｍ以下 ｍ2

ＢＨ0.28ｍ3

残土処理工 Asｶﾞﾗ,DT4t運搬 5.19 0.43 0.04 0.03 ｍ
3 5.69 6

ＢＨ0.28ｍ3

　　　〃 Coｶﾞﾗ,DT4t運搬 ｍ2

処分費 Aｓｶﾞﾗ 12.20 1.01 0.09 0.07 t 13.37 13

　　　〃 Coｶﾞﾗ t
排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3

床掘工 ﾚｷ質土 121.94 18.14 1.44 0.77 ｍ
3 142.29 140

排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3

ダスト埋戻工 ﾀﾞｽﾄ，ﾀﾝﾊﾟ 56.86 4.88 0.47 0.31 ｍ
3 62.52 60

排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3

発生土埋戻工 発生土，ﾀﾝﾊﾟ 27.24 10.26 0.66 0.23 ｍ3 38.39 38
ＢＨ0.28ｍ3積込み

残土処理工 ﾚｷ質土,DT4t運搬 L=0.0km 91.67 6.74 0.71 0.51 ｍ
3 99.63 100

処分費 ﾚｷ質土 91.67 6.74 0.71 0.51 ｍ
3 99.63 100

＜舗装仮復旧工＞
人力､W=1.4m未満､ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

表層工 車道（国道） ｍ2

人力､W=1.4m未満､ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

表層工 車道（市道） 再生密粒度As13，ｔ＝3cm 129.72 10.80 1.07 0.87 ｍ
2 142.46 142

人力､W=1.4m未満､ﾀﾝﾊﾟ転圧

上層路盤工 車道（国道) RM-40､ｔ＝25cm　車道 ｍ2

人力､W=1.4m未満､ﾀﾝﾊﾟ転圧

上層路盤工 車道（市道） M-30､ｔ＝11cm　車道 129.72 10.80 1.07 0.87 ｍ
2 142.46 142

人力､W=1.4m未満､ﾀﾝﾊﾟ転圧

下層路盤工 車道（市、国道） RC-40､ｔ＝15cm  車道 129.72 10.80 1.07 0.87 ｍ
2 142.46 142

＜土留工＞

軽量鋼矢板 L=2.00m 12.00 ｍ 12.00 12

軽量金属支保 １段 12.00 ｍ 12.00 12

土　　工　　番　　号

＜土工＞

単位 計 設計数量

土工集計表

項　　　　　　　　目

名　　称 形状寸法



１工区

HPPE φ150

土工① 市道車道Ａｓ DL=0.70 215.46 0.74 216.20

HPPE φ150

土工② 市道車道Ａｓ DL=1.44 12.00 12.00

HPPE φ150

土工③ 市道車道Ａｓ DL=1.10 1.79 1.79

HPPE φ50

土工④ 市道車道Ａｓ DL=0.76 1.45 1.45

合計 231.44

土工延長集計表

項　　　　　　　　目 延長

単位

ｍ

ｍ

ｍ

計
名　　称 形状寸法

ｍ

配管詳細図

ｍ



数　量

＜土工＞

土工延長集計表より = 216.20 ｍ As版ｶｯﾀｰ

0.980 ｍ 舗装切断工 ｔ＝15ｃｍまで 2 × 1.0 2.0 432.40

0.940 ｍ 排出ｶﾞｽ対策型　直接掘削積込

0.480 ｍ As版取り壊し工 BH0.28m3, ｔ=15cm以下 0.600 × 1.0 0.600 129.72

0.210 ｍ

As殻処理工 0.600 × 0.04 0.024 5.19

As殻処分 5.19 × 2.35 12.197 12.20

土砂

掘削工 BH0.28m3 0.600 × 0.940 0.564 121.94

ﾀﾞｽﾄ h2 （配管控除）

埋戻工 ＢＨ0.28m3  タンパ転圧 0.600 × 0.480 - 0.025 0.263 56.86

在来土 0.600 × 0.210

埋戻工 ＢＨ0.28m3  タンパ転圧 h1 0.126 27.24

残土処理工 121.94 －（ 27.24 ÷ 0.9 ） 91.67 91.67

＜舗装仮復旧工＞

車道 人力 ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

As表層工(車道) 再生密粒度As20 ｔ=3cm､PK-4 0.600 × 1.0 0.600 129.72

埋戻控除 人力　W=1.8m未満　ﾀﾝﾊﾟ転圧

HPPE 0.18 2
×π/4 = 0.025 上層路盤工（車道） 粒度調整砕石M-30 t=11cm 0.600 × 1.0 0.600 129.72

人力　W=1.8m未満　ﾀﾝﾊﾟ転圧

下層路盤工（車道） 再生砕石RC-40 ｔ=15cm 0.600 × 1.0 0.600 129.72

t

ｍ3

埋戻深 ｈ1 在来土 = 0.04 + 0.94 - 0.48 - 0.29 =

ｍ2

ｍ2

ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ2

ｍ

土工延長

ｍH =　0.70 + 0.18 + 0.10 =

掘削深 機械 =　0.70 + 0.18 + 0.10 - 0.04 =

ｍ2埋戻深 ｈ2 ダスト = 0.20 + 0.18 + 0.10 =

土工 ①

HPPE φ150 土被り

略　　　　図

市道車道As HPPE

0.70

φ150 土 工 数 量 計 算 書 1.0式当り

工　　　　種 細　　　　別
1 ｍ 当 り ・ 1 箇所当り

単位 数　量
算　　　式



数　量

＜土工＞

土工延長集計表より = 12.00 ｍ As版ｶｯﾀｰ

1.720 ｍ 舗装切断工 ｔ＝15ｃｍまで 2 × 1.0 2.0 24.00

1.680 ｍ 排出ｶﾞｽ対策型　直接掘削積込

0.480 ｍ As版取り壊し工 BH0.28m3, ｔ=15cm以下 0.900 × 1.0 0.900 10.80

0.950 ｍ

As殻処理工 0.900 × 0.04 0.036 0.43

As殻処分 0.43 × 2.35 1.011 1.01

土砂

掘削工 BH0.28m3 0.900 × 1.680 1.512 18.14

ﾀﾞｽﾄ h2 （配管控除）

埋戻工 ＢＨ0.28m3  タンパ転圧 0.900 × 0.480 - 0.025 0.407 4.88

在来土 0.900 × 0.950

埋戻工 ＢＨ0.28m3  タンパ転圧 h1 0.855 10.26

残土処理工 18.14 －（ 10.26 ÷ 0.9 ） 6.74 6.74

＜舗装仮復旧工＞

車道 人力 ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

As表層工(車道) 再生密粒度As20 ｔ=3cm､PK-4 0.900 × 1.0 0.900 10.80

埋戻控除 人力　W=1.8m未満　ﾀﾝﾊﾟ転圧

HPPE 0.18 2
×π/4 = 0.025 上層路盤工（車道） 粒度調整砕石M-30 t=11cm 0.900 × 1.0 0.900 10.80

人力　W=1.8m未満　ﾀﾝﾊﾟ転圧

下層路盤工（車道） 再生砕石RC-40 ｔ=15cm 0.900 × 1.0 0.900 10.80

t

ｍ3

埋戻深 ｈ1 在来土 = 0.04 + 1.68 - 0.48 - 0.29 =

ｍ3

ｍ2

ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ2

ｍ

土工延長

ｍH =　1.44 + 0.18 + 0.10 =

掘削深 機械 =　1.44 + 0.18 + 0.10 - 0.04 =

ｍ2埋戻深 ｈ2 ダスト = 0.20 + 0.18 + 0.10 =

土工 ②

HPPE φ150 土被り

略　　　　図

市道車道As HPPE

1.44

φ150 土 工 数 量 計 算 書 1.0式当り

工　　　　種 細　　　　別
1 ｍ 当 り ・ 1 箇所当り

単位 数　量
算　　　式



数　量

＜土工＞

土工延長集計表より = 1.79 ｍ As版ｶｯﾀｰ

1.380 ｍ 舗装切断工 ｔ＝15ｃｍまで 2 × 1.0 2.0 3.58

1.340 ｍ 排出ｶﾞｽ対策型　直接掘削積込

0.480 ｍ As版取り壊し工 BH0.28m3, ｔ=15cm以下 0.600 × 1.0 0.600 1.07

0.610 ｍ

As殻処理工 0.600 × 0.04 0.024 0.04

As殻処分 0.04 × 2.35 0.094 0.09

土砂

掘削工 BH0.28m3 0.600 × 1.340 0.804 1.44

ﾀﾞｽﾄ h2 （配管控除）

埋戻工 ＢＨ0.28m3  タンパ転圧 0.600 × 0.480 - 0.025 0.263 0.47

在来土 0.600 × 0.610

埋戻工 ＢＨ0.28m3  タンパ転圧 h1 0.366 0.66

残土処理工 1.44 －（ 0.66 ÷ 0.9 ） 0.71 0.71

＜舗装仮復旧工＞

車道 人力 ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

As表層工(車道) 再生密粒度As20 ｔ=3cm､PK-4 0.600 × 1.0 0.600 1.07

埋戻控除 人力　W=1.8m未満　ﾀﾝﾊﾟ転圧

HPPE 0.18 2×π/4 = 0.025 上層路盤工（車道） 粒度調整砕石M-30 t=11cm 0.600 × 1.0 0.600 1.07

人力　W=1.8m未満　ﾀﾝﾊﾟ転圧

下層路盤工（車道） 再生砕石RC-40 ｔ=15cm 0.600 × 1.0 0.600 1.07ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ2

t

ｍ3

ｍ

ｍ2

掘削深 機械 =　1.10 + 0.18 + 0.10 - 0.04 =

ｍ2埋戻深 ｈ2 ダスト = 0.20 + 0.18 + 0.10 =

埋戻深 ｈ1 在来土 = 0.04 + 1.34 - 0.48 - 0.29 =

ｍ3

1.10 ｍ

土工延長

ｍH =　1.10 + 0.18 + 0.10 =

土工 ③

HPPE φ150 土被り

略　　　　図

市道車道As HPPE φ150 土 工 数 量 計 算 書 1.0式当り

工　　　　種 細　　　　別
1 ｍ 当 り ・ 1 箇所当り

単位 数　量
算　　　式



数　量

＜土工＞

土工延長集計表より = 1.45 ｍ As版ｶｯﾀｰ

0.920 ｍ 舗装切断工 ｔ＝15ｃｍまで 2 × 1.0 2.0 2.90

0.880 ｍ 排出ｶﾞｽ対策型　直接掘削積込

0.360 ｍ As版取り壊し工 BH0.28m3, ｔ=15cm以下 0.600 × 1.0 0.600 0.87

0.270 ｍ

As殻処理工 0.600 × 0.04 0.024 0.03

As殻処分 0.03 × 2.35 0.071 0.07

土砂

掘削工 BH0.28m3 0.600 × 0.880 0.528 0.77

ﾀﾞｽﾄ h2 （配管控除）

埋戻工 ＢＨ0.28m3  タンパ転圧 0.600 × 0.360 - 0.003 0.213 0.31

在来土 0.600 × 0.270

埋戻工 ＢＨ0.28m3  タンパ転圧 h1 0.162 0.23

残土処理工 0.77 －（ 0.23 ÷ 0.9 ） 0.51 0.51

＜舗装仮復旧工＞

車道 人力 ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ

As表層工(車道) 再生密粒度ｱｽｺﾝ ｔ=3cm､PK-4 0.600 × 1.0 0.600 0.87

埋戻控除 人力　W=1.8m未満　ﾀﾝﾊﾟ転圧

HIVP 0.06 2
×π/4 = 0.003 上層路盤工（車道） 粒度調整砕石M-30 t=11cm 0.600 × 1.0 0.600 0.87

人力　W=1.8m未満　ﾀﾝﾊﾟ転圧

下層路盤工（車道） 再生砕石RC-40 ｔ=15cm 0.600 × 1.0 0.600 0.87

t

ｍ3

埋戻深 ｈ1 在来土 = 0.04 + 0.88 - 0.36 - 0.29 =

ｍ3

ｍ2

ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ2

ｍ

土工延長

ｍH =　0.76 + 0.06 + 0.10 =

掘削深 機械 =　0.76 + 0.06 + 0.10 - 0.04 =

ｍ2埋戻深 ｈ2 ダスト = 0.20 + 0.06 + 0.10 =

土工 ④

HPPE φ50 土被り

略　　　　図

市道車道As HPPE

0.76

φ50 土 工 数 量 計 算 書 1.0式当り

工　　　　種 細　　　　別
1 ｍ 当 り ・ 1 箇所当り

単位 数　量
算　　　式



＜舗装取壊し､掘削＞

As版ｶｯﾀｰ 平面(1) 平面(1) 平面(1) 平面(1) 平面(2)

舗装切断工 ｔ＝15ｃｍまで 舗装復旧平面図より 9.65 ＋ 8.61 ＋ 27.07 ＋ 36.70 ＋ 122.68 ｍ 204.71 200

Co版ｶｯﾀｰ

舗装切断工 ｔ＝15ｃｍまで ｍ

排出ｶﾞｽ対策型　直接掘削積込 平面(1) 平面(1) 平面(1) 平面(1) 平面(2)

As舗装版取壊工 BH0.28m3, ｔ=15cm以下 舗装復旧平面図より 9.29 ＋ 6.55 ＋ 44.65 ＋ 107.11 ＋ 296.61 ｍ2 464.21 460

排出ｶﾞｽ対策型　直接掘削積込

Co舗装版取壊工 BH0.28m3, ｔ=15cm以下 ｍ
2

舗装切削 As t=5cm ｍ
2

積込 DT10ｔ運搬 切削 平面(1,2) 仮舗装 仮舗装

舗装殻処理工 Asｶﾞﾗ × 0.05 ＋( 464.21 － 142.46 )× 0.04 ＋ 142.46 × 0.03 ｍ
3 17.14 17

積込 DT10ｔ運搬 

舗装殻処理工 Coｶﾞﾗ × 0.10 ｍ
3

処分費 Asｶﾞﾗ 17.14 × 2.35 t 40.28 40

処分費 Coｶﾞﾗ × 2.35 t

排出ｶﾞｽ対策型 ＢＨ0.28ｍ3
床堀 ﾚｷ質土 × 0.10 ＋ 142.46 × 0.01 ＋ × 0.07 ｍ

3 1.42 1

BH積込 DT4ｔ運搬 

残土処理工 土砂 1.42 ｍ
3 1.42 1

処分費 土砂 1.42 ｍ3 1.42 1

設計数量
名　　称 形状寸法 算　　　　　　　　　　　　　式

本舗装復旧工
(１工区)

項　　　　　　　　目

単位 計



設計数量
名　　称 形状寸法 算　　　　　　　　　　　　　式

本舗装復旧工
(１工区)

項　　　　　　　　目

単位 計

＜本舗装復旧＞

(国道) 車道 1.4m<b≦3.0m (ﾀｯｸｺｰﾄ) 切削

表層工（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ 車道） 舗装復旧平面図より ｍ2

(国道) 車道 1.4m>b (ﾀｯｸｺｰﾄ) 切削部土工

表層工 舗装復旧平面図より ＋ ＋ × ｍ
2

(国道) 車道 1.4m> (ﾀｯｸｺｰﾄ) 切削部土工

表層工 舗装復旧平面図より ＋ ＋ × ｍ2

(国道) 車道 1.4m>b(ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ) 切削部土工

表層工 舗装復旧平面図より ＋ ＋ × ｍ
2

(市道) 車道 1.4m<b≦3.0m (ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ) 平面(1,2)

表層工 再生密粒度As20 ｔ＝4cm 舗装復旧平面図より 464.21 ｍ
2 464.21 464

(市道) 人力舗設

コンクリート舗装工 ｔ＝10cm 舗装復旧平面図より ｍ
2

＜区画線＞

平面(1)

区画線工 溶融式 実線　W=0.15cm　白色 3.75 ｍ 3.75 4

区画線工 溶融式 実線　W=0.20cm　水色 ｍ

区画線工 溶融式 実線　W=0.15cm　黄色 ｍ



消  火  栓  数　量　計　算　書

(開削工)



消火栓　材料

ﾒｶ継手 ﾌﾗﾝｼﾞ継手

詳細図 箇所数 口数 口数 口数

HPPE HPPE φ φ φ φ

150 150 150 150 150 75

消火栓設置工

7.5K RF

消火栓(単口) φ75 個 － 2 2

7.5K RF-GF型

補修弁 φ75×100H 個 － 2 2

7.5K RF-GF型

フランジ短管 φ75×100H 個 － 2 2

緩み止BN・マルチガスケット

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材 φ75 7.5k GF 組 － 4 4 4

計 4

EF継手(融着)

(１工区)
図面別数量

設計
計上
数量

布設工

名     称 形状・寸法 単位 管長
配管詳細図 延　長



消火栓設置工 (１工区)

名     称 形状・寸法 単位

＜布設工＞

機械施工

消火栓設置 地下式(単口） 箇所 2 ＝ 2 2

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 φ75 7.5k 口 4 ＝ 4 4

設計計上
数　量

算　　　式



消火栓室集計表 (１工区)

φ150

＜消火栓室＞ H=640

鉄蓋 円形3号 H=100 CVOS-50G-10L(UED) 2 2 個

ﾚｼﾞｺﾝ製

上部壁 φ500 H=200 WO-50-200A Nツキ 2 2 個

ﾚｼﾞｺﾝ製

中部壁 φ500 H=100 NHVO-50-100B 2 2 個

ﾚｼﾞｺﾝ製

下部壁 φ500 H=200 NHVO-50-200CH 2 2 個

ﾚｼﾞｺﾝ製

底板 φ500 H=40 NHVO-50-40S 2 2 個

設置場所 消火栓
合計

配管口径

規格・寸法



消火栓室設置工

名     称 形状寸法 単位

＜消火栓＞

円形3号

消火栓鉄蓋設置工 円形 500mm×H100 箇所 2 2

ﾚｼﾞｺﾝ製

消火栓筐設置工 上部壁 φ500×H200 箇所 2 2

ﾚｼﾞｺﾝ製

消火栓筐設置工 中部壁 φ500×H100 箇所 2 2

ﾚｼﾞｺﾝ製

消火栓筐設置工 下部壁 φ500×H200 箇所 2 2

ﾚｼﾞｺﾝ製

消火栓筐設置工 底板φ500×H40 箇所 2 2

(１工区)

設計計上
数　量

算　　　式



数 量 総 括 表

（ 推 進 工 法 ）



推進工

名 称 種 別 細 別 単位 数 量 備 考

［鋼製さや管推進工法 泥水方式一工程式］

区間延長 ｍ 57.00

管体延長 呼び径φ400 鋼管φ400 ｍ 55.45

推進延長 呼び径φ400 ｍ 55.25

空伏延長 ｍ 0.20

管推進工 呼び径φ400 ｍ 55.25

普通土・岩盤

滑材注入工 27 /ｍ ｍ 55.25

発生土処分工 ｍ3 1.2

泥水処分工 ｍ3 2.0

管挿入工 ｍ 55.45

中込注入工 モルタル充填 エアモルタル ｍ3 5.23

呼び径φ400

一般構造用炭素鋼鋼管外径406.4mm(t=7.9) Ｌ＝1.20ｍ/本 本 47

仮設備工 式 1

数 量 総 括 表（1）

※水道管材料は開削数量計算書で計上。



名 称 種 別 細 別 単位 数 量 備 考

立坑工

立坑築造工 ライナープレート φ2.00 箇所 1 別途集計表

　〃 軽量鋼矢板建込 1.50×2.00 箇所 1 別途集計表

路面覆工

覆工板 鋼製覆工板 3.16×3.16 箇所 1 別途集計表

付帯工

舗装取壊復旧工 式 開削数量計算書で計上

安全対策工

推進工実働日数

交通誘導員 現場当り3人× 29.6 人 89 工期算定表参照

数 量 総 括 表（2）



① 管 推 進 工



鋼 製 さ や 管 推 進 工 法

（ 泥 水 方 式 一 工 程 式 ）



　工法：鋼製さや方式 泥水方式一工程式

名 称 種 別 細 別 単位 数 量 備 考

区間延長 ｍ 57.00

管体延長 呼び径φ400 鋼管φ400 ｍ 55.45

推進延長 呼び径φ400 ｍ 55.25

空伏延長 ｍ 0.20

管推進工 呼び径φ400 ｍ 55.25

普通土・岩盤

滑材注入工 27 /ｍ ｍ 55.25

発生土処分工 ｍ3 1.2 物質収支計算書集計表で計上

泥水処分工 ｍ3 2.0 　〃

管挿入工 ｍ 55.45

中込注入工 モルタル充填 エアモルタル ｍ3 5.23

呼び径φ400

一般構造用炭素鋼鋼管 外径406.4mm(t=7.9) Ｌ＝1.20ｍ/本 本 47

※水道管材料は開削数量計算書で計上。

仮設備工 式 1 別途集計表

　管推進工数量集計表



管径 400 mm　管推進工 数量計算書

工法： 鋼製さや方式 泥水方式一工程式 推進管： 406.4mm

路 線 番 号 種 別 区 間 延 長 管 体 延 長 推 進 延 長 空 伏 延 長

（ 鋼 管 ）

ｍ ｍ ｍ ｍ 1.20ｍ

No.1

発進 0.20

国道横断 57.00 55.45 55.25 47

No.2

到達

合 計 57.00 55.45 55.25 0.20 47

π／4 ×( 0.3906
2　　　－ 0.180 2 )　× 55.45 ＝ 5.23 ｍ3

１ｍ当り ＝ 0.09 ｍ3/ｍ

一般構造用炭素鋼鋼管 外径

中込注入量　：

鋼管(t=7.9mm)

管 材 料



仮設備工数量集計表
〔鋼製さや方式 泥水方式一工程式〕

No.1 No.2

名 称 種 別 単位 発進 到達 合 計

〔 仮 設 備 工 〕

呼び径φ400mm

発 進 坑 口 工 ライナープレート 箇所 1 1

到 達 坑 口 工 箇所

切断延長

発 進 鏡 切 工 2.8ｍ/箇所 箇所 1 1

到 達 鏡 切 工 箇所

推 進 用 機 器

据 付 撤 去 工 箇所 1 1

推 進 用 機 器

据 換 工 箇所

先 導 体 据 付 工 分割 台 1 1

先 導 体 搬 出 工 分割 台 1 1

中込注入設備工 箇所 1 1

〔送排泥設備工〕

送 排 泥 管

設 置 撤 去 工 式 1 1

送 泥 ポ ン プ

据 付 撤 去 工 台 (車上プラント) 1

排 泥 ポ ン プ

据 付 撤 去 工 台 1 1

計 測 機 器

設 置 撤 去 工 箇所 1 1

〔排泥処理設備工〕

泥 水 処 理 装 置

据 付 撤 去 工 箇所 (車上プラント) 1

処 理 設 備

付 帯 作 業 工 箇所 1 1

残 土 処 分 工 ｍ3 　別途、物質収支計算集計表を参照 1.17

泥 水 処 分 工 ｍ3 〃 2.00

作 泥 材 式 〃 1



② 立 坑 工



発進立坑
ラ イ ナ ー プ レ ー ト 立 坑



工 種 名 称 種 別 単 位 No.1発進

土 工 一 般 掘 削 工 0.35ｍ3BH ｍ
3 6.2

4m迄 0.35ｍ3BH
掘 削 土 留 工 施 工 機 種 4m超 0.40ｍ3CS

砂質・粘性土
(h≦4.0) ｍ

〃
(h＞4.0) ｍ
礫　質　土
(h≦4.0) ｍ

〃
(h＞4.0) ｍ
中　硬　岩
(h≦4.0) ｍ 2.200

〃
(h＞4.0) ｍ

取 除 土 留 工 ｍ 1.000

機 械 埋 戻 工 購 入 土 ｍ
3 10.1

合 計 ｍ
3 10.1

発 生 土 一 般 掘 削 部 ｍ
3 6.2

粘 性 土 ｍ3

砂 質 土 ｍ3

礫 質 土 ｍ3

軟 岩 ｍ
3 6.9

土 砂 ｍ
3 6.2

残 土 処 分 工 軟 岩 ｍ
3 6.9

ガ イ ド
コンクリート コンクリート 18N/mm2 ｍ

3 1.08

同 上 型 枠 ｍ
2 5.34

立 坑 基 礎 コンクリート 18N/mm2 ｍ
3 0.47

砕 石 基 礎 RC-40 ｍ
2

裏込材注入工 ｍ３ 1.30

土 留 工 ラ イ ナ ー 形 式 円 形

寸 法 mm 2,000

組 立 高 さ ｍ 2.500

撤 去 高 さ ｍ 1.000

残 置 高 さ ｍ 1.500

ス ク ラ ッ プ ｔ 0.007

切 断 延 長 ｍ
生 材

支 保 工 主 部 材 加 工 材 ｔ
（Ａ） ｔ

副 部 材 （Ｂ） ｔ

設 置 工 ｔ

撤 去 工 ｔ

補 強 リ ン グ ﾘﾝｸﾞ

ライナープレート式立坑数量集計表



No.1発進
１箇所当り

工 種 種 別 算　　　　　　　　式 単位 数 量

［ 土 工 ］
立 坑 A1＝ π/4 × 2.000 2 ｍ2 3.142

面 積 ガ イ ド Ｃ ｏ A2＝ π/4 × 2.600 2 ｍ2 5.309

3.160 × 3.160 ×( 0.450 － 0.050 )

一 般 掘 削 工 ＋ 5.309 × 0.418 ｍ3 6.2

ｍ

掘 削 土 留 工 砂 質 ・ 粘 性 土 ｍ

ｍ

礫 質 土 ｍ

2.200 ｍ 2.200

中 硬 岩 ｍ

取 除 土 留 工 ｍ 1.000

埋 戻 工 埋 戻 控 除 量 π/4 × 0.180 2 × 3.075 ＝ 0.078 ｍ3 0.08

機 械 埋 戻 3.160 × 3.160 ×( 0.450 － 0.300 )

（ 購 入 土 ） ＋ 5.309 × 0.418 ＋ 3.142 × 2.050 － 0.078 ｍ3 10.1

発 生 土 一 般 掘 削 部 ｍ3 6.2

掘 削 土 留 部 粘 性 土 ｍ3

砂 質 土 ｍ3

礫 質 土 ｍ3

中 硬 岩 3.142 × 2.200 ｍ3 6.9

ガ イ ド

コ ン ク リ ー ト 18N/mm2 ( 5.309 － 3.142 )× 0.500 ｍ3 1.08

π × 2.000 × 0.200 ＋

同 上 型 枠 π × 2.600 × 0.500 ｍ2 5.34

コ ン ク リ ー ト

基 礎 18N/mm2 3.142 × 0.150 ｍ3 0.47

砕 石 基 礎 ｍ2

［ 土 留 工 ］

裏 込 注 入 工 0.09 × π ×( 2.000 ＋ 0.09 )× 2.200 ｍ3 1.30

ラ イ ナ ー

プ レ ー ト 組 立 t=2.7mm ｍ 2.500

撤 去 t=2.7mm ｍ 1.000

残 置 t=2.7mm ｍ 1.500

π/4 × 0.506 2 × 0.036 × 1 ＝ 0.007

ス ク ラ ッ プ t/m2

重 量

ｔ 0.007

切 断 延 長 π × 2.000 × ｍ

ｈ≦4.0ｍ

ｈ＞4.0ｍ

ｈ＞4.0ｍ

円形ライナープレート式立坑 数量計算書

ｈ≦4.0ｍ

ｈ＞4.0ｍ

ｈ≦4.0ｍ



円形ライナープレート１ｍ当り組立重量計算書

直　　径 2,000 mm

厚　　さ 2.7 mm

構 成 断 面 枚 数 単 位 質 量 質 量 摘　　　　　要

(kg/枚) (kg)

Ｐ－５ 13.7

Ｐ－６ 16.2

Ｐ－７ 18.6

Ｐ－８ 21.1

Ｐ－９ 23.6

Ｐ－10 8 26.0 208.0

ボルト・ナット 112 0.137 15.3

合 計 223.3

ＪＦＥ建材資料 参照

　　【１ｍ2当り単位質量】

π × 2.000 ＝ 6.283

0.2233 ÷ 6.283 ＝ 0.036 ｔ/ｍ2



到達立坑
軽 量 鋼 矢 板 式 立 坑



軽量鋼矢板式立坑 数量集計表

工 種 名 称 種 別 単位 No.2到達

〔 土 工 〕

掘 削 工 0.2ｍ3ＢＨ ｍ3 7.8

埋 戻 工 機 械 埋 戻 購 入 土 ｍ3 7.2

残 土 処 分 工 ｍ3 7.8

基 礎 工 コンクリート 18N/mm2 ｍ3

砕 石 RC-40 ｍ2

〔 土 留 工 〕

t=4mm

軽 量 鋼 矢 板 種 別 LSP-2

建 込 長 さ ｍ 3.50

建 込 工 ｍ 3.25

枚 数 枚 26

引 抜 長 さ ｍ 3.50

枚 数 枚 26

長 さ ｍ

枚 数 枚

長 さ ｍ

枚 数 枚

ス ク ラ ッ プ ｔ

鋼 矢 板 切 断 ｍ

鋼 矢 板 損 料 ｔ 1.074

鋼 矢 板 残 置 ｔ

搬 入 ｔ 1.074

搬 出 ｔ 1.074

軽 量 金 属

支 保 工 水 圧 四 面 梁 ｍ 3.50

支 保 工 段 数 段 2

運 搬 重 量



１箇所当り

工 種 種 別 算　　　　　　　　式 単 位 数 量

［ 土 工 ］

路 面 覆 工 × ＝ ｍ2

立 坑 面 積 立 坑 1.500 × 2.000 ＝ 3.000 ｍ2

推進管 π/4 × 0.406 2 × 0.250 ＝ 0.032

掘 削 工 控 除 量 掘進機 π/4 × 0.430 2 × 1.510 ＝ 0.219 ｍ3 0.251

舗装厚

機 械 掘 削 3.000 ×( 2.718 － 0.040 ) － 0.251 ｍ3 7.8

π/4 × 0.406 2 × 0.250 ＝ 0.032

埋 戻 工 控 除 量 π/4 × 0.180 2 × 1.750 ＝ 0.045 ｍ3 0.077

機 械 埋 戻 舗装厚

（ 購 入 土 ） 3.000 ×( 2.718 － 0.290 ) － 0.077 ｍ3 7.2

発 生 土 7.8 ｍ3 7.8

残 土 処 分 工 7.8 － ／ 0.9 ｍ3 7.8

コンクリート

基 礎 工 18N/mm2 ｍ3

砕 石

RC-40 ｍ2

［ 土 留 工 ］

建 込 工 ※ 立坑周長の1/2を計上する。

軽 量 鋼 矢 板 Ｌ＝3.50ｍ {( 1.500 ＋ 2.000 )× 2 － 0.500 }/ 2 ｍ 3.25

（LSP-2）

t=4mm 建 込 枚 数 {( 1.500 ＋ 2.000 )× 2 － 0.500 )÷ 0.250 枚 26

引 抜 枚 数

Ｌ＝3.50ｍ 26 枚 26

〔切断部〕

ス ク ラ ッ プ Ｌ＝ ｍ × 0.0118 × ＝

Ｌ＝ ｍ × 0.012 × ＝

〔鏡切り部〕

π/4 × 0.100 2 × 0.0472 × ＝

π/4 × 2 × 0.047 × ＝ ｔ

切 断 × 0.250 ｍ

t/m

損 料 重 量 3.500 × 0.0118 × 26 ｔ 1.074

残 置 重 量 ｔ

軽量金属支保工 水 圧 四 面 梁 {( 1.500 ＋ 2.000 )× 2 }/ 2 ｍ 3.50

段 数 段 2

軽量鋼矢板式立坑 数量計算書No.2到達



③ 路 面 覆 工



名 称 種 別 細 別 単 位 No.1

覆 工 板 設 置 工 ｍ
2

9.00

撤 去 工 ｍ
2

9.00

重 量 ｔ 1.800

Ｈ　形　鋼

鋼 材 受 桁 （加工材） ｔ 0.931

Ｈ　形　鋼

桁 受 （加工材） ｔ

副 部 材 Ｂ ｔ 0.037

溝 形 鋼

ズ レ 止 め （生　材） ｔ 0.303

設 置 工 ｔ 1.271

撤 去 工 ｔ 1.271

RC-40

基 礎 工 砕 石 ｔ＝0.15 ｍ
2

2.91

覆工板設置工数量集計表



No.1
１箇所当り

名 称 種 別 単 位 数 量

［ 覆 工 板 ］

設 置 工 3.000 × 3.000 ｍ2 9.00

撤 去 工 ｍ2 9.00

重 量 9.00 × 0.200 t/m2 ｔ 1.800

［ 鋼 材 ］

受 桁 t/m

（ 加 工 材 ） H-250×250 ( 3.160 ＋ 2.660 )× 2 × 0.080 ｔ 0.931

桁 受

（ 加 工 材 ） ｔ

副 部 材 Ｂ ( 0.931 ＋ )× 0.04 ｔ 0.037

ズ レ 止 め t/m

（ 生 材 ） [-200×80 ( 3.160 ＋ 3.000 )× 2 × 0.0246 ｔ 0.303

設 置 工 0.931 ＋ 0.037 ＋ 0.303 ｔ 1.271

撤 去 工 ｔ 1.271

［ 基 礎 工 ］

RC-40

砕 石 ｔ＝0.15 ( 3.160 ＋ 2.660 )× 2 × 0.250 ｍ2 2.91

計　　　　　　算　　　　　　式

　覆工板設置工数量計算書



物 質 収 支 計 算 書



NO.1～NO.2

Ｖ0 2.00 2.00

補給作泥材料

粘土 Ｗa9 0.00

ＣＭＣ Ｖ9＋Ｖ10 0.00

ＰＡＣ Ｗa12

水／アルカリ中和剤 Ｖ14 0.00

残土処理（一次処理） Ｖ4 0.18

泥水処分量（一次処理） Ｖ11 0.00

7.80 7.80

Ｐ 6.50 Ｌ＝1.20ｍ

補給作泥材料

粘土

ＣＭＣ

ＰＡＣ

アルカリ中和剤

水

残土処理（一次処理） Ｖ4×Ｐ 1.17 1.17

泥水処分量（一次処理） Ｖ0＋Ｖ11×Ｐ 2.00 2.00

初期作泥材 （配合は下水道設計積算要領 P.212より） 合 計

粘土 2.00 　×　0.3 ｔ　＝ 0.6 ｔ 0.6 ｔ

ベントナイト 2.00 　× 　50 kg　＝ 100.0 kg 100.0 kg

ＣＭＣ 2.00 　× 　1 kg　＝ 2.0 kg 2.0 kg

水 2.00 　×　0.9 ｔ　＝ 1.8 ｔ 1.8 ｔ

補給作泥材料

粘土 　× 　1 ｔ　＝ ｔ

ＣＭＣ 　× 　1 kg　＝ kg

ＰＡＣ 　× 　20 kg　＝ kg

アルカリ中和剤 　×　0.44 kg　＝ kg

水 　×　1.0 ｔ　＝ ｔ

一次処理の場合

残土処理 　　＝ 1.17 ｍ3

泥水処分 　　＝ 2.00 ｍ3

検 討 区 間

貯留泥水容量

推 進 管 本 数

物質収支計算集計表

管

１

本

当

り

推
進
延
長
当
り

推 進 延 長

合 計名 称 記 号


